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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
欧
米
で
禁
止
の
農
薬
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

 

お
尋
ね
の
「
殺
虫
剤
チ
ア
ク
ロ
プ
リ
ド
」
及
び
「
殺
虫
剤
ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス
」
に
係
る
「
生
殖
毒
性
」
に
つ
い
て
は
、
食
品

安
全
委
員
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
「
食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
用
語
集
」
（
以
下
「
用
語
集
」
と
い
う
。
）
に

あ
る
と
お
り
「
化
学
物
質
な
ど
が
生
殖
・
発
生
の
過
程
に
有
害
な
反
応
を
引
き
起
こ
す
こ
と
」
と
解
し
て
い
る
。 

 

お
尋
ね
の
「
殺
虫
剤
ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス
」
に
係
る
「
神
経
毒
性
」
に
つ
い
て
は
、
用
語
集
に
あ
る
と
お
り
「
化
学
物
質
へ
の

ば
く
露
や
物
理
的
要
因
に
よ
り
、
中
枢
神
経
系
や
末
梢
神
経
系
の
機
能
及
び
組
織
に
生
ず
る
有
害
影
響
」
と
解
し
て
い
る
。 

 

お
尋
ね
の
「
殺
虫
剤
ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス
」
に
係
る
「
発
達
神
経
毒
性
」
に
つ
い
て
は
、
用
語
集
に
あ
る
と
お
り
「
化
学
物
質

や
放
射
線
等
の
因
子
が
出
生
前
か
ら
若
齢
期
に
か
け
て
神
経
系
の
構
造
又
は
機
能
に
及
ぼ
す
影
響
」
と
解
し
て
い
る
。
お
尋
ね

の
「
い
わ
ゆ
る
発
達
障
害
に
関
係
す
る
も
の
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
米
国
環
境
保
護
庁
は

、
「
殺
虫
剤
ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス
」
に
つ
い
て
「
発
達
神
経
毒
性
」
の
評
価
を
示
し
た
公
表
資
料
に
お
い
て
、
注
意
欠
陥
多
動
性

障
害
、
広
汎
性
発
達
障
害
等
の
発
生
頻
度
と
臍 さ

い

帯
血
中
に
含
ま
れ
る
「
殺
虫
剤
ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス
」
の
濃
度
と
の
間
に
因
果
関

係
が
あ
る
と
は
結
論
付
け
ら
れ
て
い
な
い
旨
を
記
載
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

 

お
尋
ね
の
「
殺
虫
剤
ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス
」
に
係
る
「
遺
伝
毒
性
」
に
つ
い
て
は
、
用
語
集
に
あ
る
と
お
り
「
物
質
が
直
接
的
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又
は
間
接
的
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
変
化
を
与
え
る
性
質
」
と
解
し
て
い
る
。 

 

お
尋
ね
の
「
除
草
剤
で
あ
る
パ
ラ
コ
ー
ト
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
に
欧
州
連
合
に
お
い
て
使
用
可
能
な
農
薬
の
有
効

成
分
と
し
て
の
登
録
が
な
さ
れ
た
が
、
平
成
十
九
年
に
欧
州
連
合
の
裁
判
所
に
お
い
て
登
録
に
必
要
な
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
当
該
登
録
が
無
効
で
あ
る
と
の
判
決
が
出
さ
れ
た
た
め
「
Ｅ
Ｕ
で
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
」
と

承
知
し
て
い
る
。 

 

お
尋
ね
の
「
健
康
影
響
へ
の
評
価
・
検
査
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
チ
ア
ク
ロ
プ
リ
ド
又

は
ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス
の
食
品
を
通
じ
た
人
の
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
食
品
安
全
委
員
会
に
お
い
て
、
食
品
安
全
基

本
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
食
品
健
康
影
響
評
価
（
以
下
「
食
品
健
康
影
響
評
価

」
と
い
う
。
）
を
行
い
、
直
近
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
三
十
年
十
月
二
十
三
日
及
び
同
年
七
月
二
十
四
日
に
、
そ
の
結
果
を
取

り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
結
果
等
を
踏
ま
え
農
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
八
十
二
号
）
に
基
づ
き
こ
れ
ら

の
物
質
を
有
効
成
分
と
す
る
農
薬
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
お
い
て
も
、
当
該
農
薬
を
適
正
に
使
用
し
た
場
合
に
お
け

る
健
康
被
害
の
報
告
等
が
な
い
た
め
、
現
時
点
に
お
い
て
、
食
品
健
康
影
響
評
価
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

 

「
何
年
後
ま
で
に
評
価
・
検
査
を
終
え
る
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
農
薬
取
締
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
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再
評
価
（
以
下
単
に
「
再
評
価
」
と
い
う
。
）
に
係
る
制
度
が
農
薬
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第

五
十
三
号
）
の
施
行
に
よ
り
我
が
国
で
新
た
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
登
録
さ
れ
た
農
薬
に
つ
い
て
有
効
成
分
ご

と
に
評
価
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
現
時
点
に
お
い
て
は
再
評
価
を
行
っ
た
実
績
が
な
い
こ
と
、
再
評
価
を
受
け

る
べ
き
者
か
ら
提
出
さ
れ
る
試
験
成
績
、
少
な
く
と
も
過
去
十
五
年
分
の
公
表
文
献
等
を
基
に
専
門
家
の
意
見
も
踏
ま
え
な
が

ら
農
薬
の
安
全
性
そ
の
他
の
品
質
に
関
す
る
審
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
予
断
を
持
っ
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。 

 

お
尋
ね
の
「
実
験
・
検
査
な
ど
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
農
薬
取
締
法
第
三
条
第
一
項
の

農
薬
の
登
録
に
係
る
審
査
と
同
様
に
、
再
評
価
に
お
い
て
も
同
法
第
八
条
の
規
定
に
お
い
て
再
評
価
を
受
け
る
べ
き
者
か
ら
提

出
さ
れ
る
試
験
成
績
等
を
基
に
審
査
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
同
条
の
規
定
に
お
い
て
「
政
府
や
大
学
等
の
研
究
機
関
で

」
試
験
を
行
う
こ
と
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

再
評
価
を
受
け
る
べ
き
者
か
ら
提
出
さ
れ
る
試
験
成
績
に
係
る
試
験
の
う
ち
人
に
対
す
る
影
響
に
関
す
る
試
験
（
解
毒
方
法

又
は
救
命
処
置
方
法
の
検
索
に
関
す
る
試
験
等
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
経
済
協
力
開
発
機
構
が
作
成
し
た
試
験
方
法
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
試
験
を
行
う
施
設
が
満
た
す
べ
き
要
件
に
関
す
る
基
準
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
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当
該
人
に
対
す
る
影
響
に
関
す
る
試
験
及
び
そ
の
試
験
成
績
の
信
頼
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
欧

州
連
合
及
び
米
国
に
お
け
る
再
評
価
に
相
当
す
る
制
度
に
つ
い
て
も
、
農
薬
の
製
造
者
等
か
ら
提
出
さ
れ
る
試
験
成
績
等
を
基

に
審
査
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に
「
政
府
や
大
学
等
の
研
究
機
関
で
、
改
め
て
」
試
験
を
行
う
こ
と
と
は
さ

れ
て
い
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
再
評
価
に
お
い
て
、
ま
た
、
「
現
行
の
再
評
価
の
仕
組
み
で
は

な
く
」
、
「
政
府
や
大
学
等
の
研
究
機
関
で
、
改
め
て
」
試
験
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

 

再
評
価
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
海
外
の
論
文
」
も
含
め
、
「
公
表
文
献
の
収
集
、
選
択
等
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
令
和
三
年
九
月
二
十
二
日
農
業
資
材
審
議
会
農
薬
分
科
会
決
定
）
及
び
「
残
留
農
薬
の
食
品
健
康
影
響
評
価
に
お
け
る
公
表

文
献
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
（
令
和
三
年
三
月
十
八
日
食
品
安
全
委
員
会
農
薬
第
一
専
門
調
査
会
決
定
）
に
基
づ
き
、
収
集
及

び
選
択
を
さ
れ
た
人
に
対
す
る
影
響
に
関
す
る
公
表
文
献
を
含
む
最
新
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

お
尋
ね
の
「
日
本
で
、
健
康
上
の
理
由
で
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
農
薬
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
Ｐ
Ｃ
Ｐ
（
ペ
ン
タ
ク
ロ
ロ

フ
ェ
ノ
ー
ル
）
、
Ｃ
Ｎ
Ｐ
（
二
・
四
・
六

ト
リ
ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル

四

ニ
ト
ロ
フ
ェ
ニ
ル
エ
ー
テ
ル
）
及
び
Ｐ
Ｃ
Ｎ
Ｂ
（

ペ
ン
タ
ク
ロ
ロ
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
）
を
有
効
成
分
と
す
る
農
薬
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
含
有
す
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
農

′ 



 

５ 

 

薬
取
締
法
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
販
売
及
び
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

食
品
安
全
委
員
会
事
務
局
長
（
以
下
単
に
「
事
務
局
長
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
お
尋
ね
の
「
歴
代
事
務
局
長
の
出
身
省

庁
」
は
全
て
農
林
水
産
省
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
事
務
局
長
の
職
を
退
任
し
た
者
（
以
下
「
事
務
局
長
経
験
者
」
と
い
う
。
）

六
人
の
う
ち
五
人
が
当
該
職
の
退
任
後
同
省
へ
出
向
し
た
。
事
務
局
長
経
験
者
の
国
家
公
務
員
の
退
職
後
に
お
け
る
再
就
職
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
公
務
を
離
れ
た
個
人
の
情
報
で
あ
り
、
一
般
に
政
府
が
把
握
す
べ
き
立
場
に
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の

全
て
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
「
公
務
員
制
度
改
革
大
綱
」
（
平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
閣
議
決
定
）
、

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
六
条
の
二
十
五
の
規
定
等
に
基
づ
き
既
に
公
表
さ
れ
て
い
る
範
囲

に
お
い
て
調
べ
た
限
り
で
は
、
事
務
局
長
経
験
者
が
食
品
関
連
企
業
に
再
就
職
し
た
事
例
が
あ
る
。
食
品
安
全
委
員
会
は
、
食

品
安
全
基
本
法
第
十
一
条
第
三
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
時
点
に
お
い
て

到
達
さ
れ
て
い
る
水
準
の
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
て
客
観
的
か
つ
中
立
公
正
に
食
品
健
康
影
響
評
価
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず

、
ま
た
、
事
務
局
長
は
、
同
法
第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
委
員
長
の
命
を
受
け
て
、
局
務
を
掌
理
し
、
適
正
な

事
務
の
遂
行
に
努
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
農
薬
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
が
甘
く
な
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

、
お
尋
ね
の
「
事
務
局
長
は
就
任
し
た
ら
出
身
省
庁
に
戻
れ
な
い
」
こ
と
と
す
る
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。 
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御
指
摘
の
「
Ｅ
Ｕ
で
は
予
防
原
則
と
い
う
有
害
性
が
確
実
に
認
定
さ
れ
る
前
に
規
制
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
」
及
び
「

欧
米
で
は
健
康
上
の
理
由
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
農
薬
が
日
本
で
は
野
放
し
に
さ
れ
て
い
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
農
薬
の
安
全
性
そ
の
他
の
品
質
及
び
そ
の
安
全
か
つ
適
正
な
使
用
並
び
に
食
品

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
食
品
安
全
基
本
法
、
農
薬
取
締
法
及
び
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号

）
に
基
づ
き
、
関
係
府
省
が
連
携
し
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
評
価
等
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
農
薬
取
締
法
に
基
づ

き
、
安
全
性
そ
の
他
の
品
質
に
問
題
が
な
い
と
確
認
さ
れ
た
農
薬
を
使
用
可
能
な
も
の
と
し
て
登
録
し
、
販
売
及
び
使
用
の
規

制
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


